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１．原子力防災訓練中期計画上の今年度訓練の位置付け
（１）情報を伝達するための方法や手段を向上させ，高いパフォーマンスが発揮できる組織を

構築する。

２．今年度訓練の訓練目的、達成目標
（１）訓練目的

原子力災害が発生した状況下において，発電所及び本店の原子力防災組織が有効に機能
することを確認するとともに，事故対応能力の向上を図る。

（２）訓練目標
訓練目的のうち，事故対応能力の向上を図るため，重点的に取り組む課題は以下のとお

りである。
①発電所本部は，オフサイトセンター要員を派遣し，オフサイトセンター内で発電所情
報を共有できるようにするとともにオフサイトセンターでの情報を発電所本部及び本
店本部と共有できるようにする。

②発電所本部及び本店本部の各要員は，原子力災害対応における各役割を再整理した手
順どおり活動し、情報を伝達するための方法や手段を向上させる。

③これまでの訓練から抽出された改善事項に対する改善策の有効性を検証する。

全般①：訓練計画
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３．主な検証項目
①発電所本部とオフサイトセンター派遣要員が発電所情報を共有でき、遅滞なくプラント
チームに情報提供できること。また、住民避難情報等を発電所本部及び本店本部で遅滞
なく情報共有できること。

【訓練目標①】
②発電所本部は，２５条報告を適切なタイミングで発信するとともに、 「発生事象と対
応の概要」にクロノロ，現在の対応事項及び今後の対応方針が記載できること。

【訓練目標②】
③発電所本部及び本店本部は，発電所情報を速やかに見直したＣＯＰに整理するとともに，
スピーカはＥＲＣプラント班へＣＯＰ及びＥＲＣ備付資料を用いて積極的に説明できること。

【訓練目標②】
④発電所本部及び本店本部は，発電所情報を速やかにプラント状況及び戦略をまとめるととも
に，スピーカはプラント状況及び戦略についてＥＲＣプラント班へ理解されるよう発話できるこ
と。

【訓練目標②】
⑤改善事項に対する改善策が有効に機能していること。

【訓練目標③】

全般①：訓練計画
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４．実施・評価体制（１／５）

全般①：訓練計画

庶務班広報班情報班保修班 運転班

敦賀発電所 災害対策本部体制

発電所外組織
（本店） 次ページに記載
（その他） ・現地支援組織（敦賀総合研修センター内に当社現地支援組織を設置）

・支援組織 （関係会社／若狭連携支援本部／原子力事業所災害対策支援拠点／三菱若狭
原子力安全統括センター／美浜原子力緊急事態支援センター）

本部員，１号機統括，２号機統括

原子炉主任技術者

以下の業務を実施する本部員
を本部長が指名
・本店総合災害対策本部対応
・プレスセンター対応
・オフサイトセンター対応

保健安全班技術班 放射線管理班

本部長
（原子力防災管理者）

運転対応
要員

初期消火
活動要員

アクセスルート
確保要員

放射線
管理要員

水源確保
要員

電源確保
要員

ﾀﾞﾝﾊﾟ窒素ﾎﾞﾝﾍﾞ接続/可搬
型水素監視装置準備要員

発電所災害対策本部初動要員（重大事故等対策要員）

発電所災害対策本部初動要員
（初動本部要員）
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全般①：訓練計画

４．実施・評価体制（２／５）

本店総合対策本部体制

５

【凡例】 実線：本店総合対策本部内での連携を示す。
破線：本店総合対策本部外に配置された本部要員との連携を示す。

本部長：社長

副本部長

本部長付

保健安全班放射線管理班情報班 庶務班 技術班広報班即応センター班

ＥＲＣ
プラント班
リエゾン

ＥＲＣ
広報班
リエゾン

本店プレス
センター

後方支援班
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４．実施・評価体制（３／５）

６

当社知的財産につき、マスキング実施



全般①：訓練計画

４．実施・評価体制（４／５）

敦賀発電所 災害対策本部評価体制

訓練全体（本部）

保修班

情報班

技術班

保健安全班

運転班

放射線管理班

広報班

庶務班

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

取りまとめ：事務局

７

オフサイトセンター 評価者
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４．実施・評価体制（５／５）

本店総合災害対策本部評価体制

取りまとめ：事務局

訓練全体（本部）

即応センター班

技術班

放射線管理班

保健安全班

庶務班

情報班

広報班

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者

評価者
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訓練シナリオにつき、マスキング実施
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訓練シナリオにつき、マスキング実施
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訓練シナリオにつき、マスキング実施
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１３

訓練シナリオにつき、マスキング実施
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訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般①：訓練計画

６．訓練シナリオ

（１）訓練実施予定日時と訓練スケジュール

２０２０年１０月２日（金）

訓練 １３：３０～１６：３０（予定）

訓練振り返り １６：３０～１７：００（予定）

（２）想定条件

・ 平日昼間における敦賀発電所１号機及び２号機の同時発災

・ 敦賀発電所１号機：廃止措置中，敦賀発電所２号機：定格熱出力一定運転中

（３）主要シナリオ

敦賀発電所において警戒事象（ＡＬ），施設敷地緊急事態事象（ＳＥ），

全面緊急事態事象（ＧＥ）に至る原子力災害を想定する。

なお，シナリオスキップは実施しない。

（４）新規制基準適合後のプラント状態を踏まえた実施方針

① シナリオ非提示（コントローラ及びフルスコープシミュレータデータにより情報付

与）

② 現場は実働（緊急時環境モニタリング訓練，発電所退避者誘導訓練，

原子力災害医療訓練，ロボット訓練，オフサイトセンター訓練）
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全般①：訓練計画

７．その他

（１）ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳ使用

ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳは使用せず，ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳの代わりにフルスコープ

シミュレータデータを使用して訓練を実施する。

（２）ＣＯＰ様式

添付資料１参照

（３）本店災害対策本部，即応センター班及び発電所災害対策本部レイアウト

添付資料２参照

（４）ＥＲＣ対応ブース配席図及び役割分担

添付資料３参照

（５）ＥＲＣ書架内の資料整備状況（資料一覧）

ＥＲＣ備え付け資料については現在見直し中であり，９月上旬に完成予定である。

次ページより作成案（８月２５日現在）の目次を添付する。
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日本原子力発電株式会社

敦賀発電所 原子力防災に係る概要資料
（新規制基準適合後想定）

（案）

本資料は機密事項を含むため，本提出目的以外に使用されることはご遠慮ください。
また，当社の同意なく本資料の全部又は一部を第三者に公開，開示されることのない
よう，お願いします。

２０２０年８月作成

全般①：訓練計画
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目 次（１／６）
項 目 頁番号

１．概要等

１－１ 原子力防災体制

１－２ 敦賀発電所関連拠点

１－３ 敦賀発電所の概要

１－４ 敦賀発電所の設備概要

１－５ 敦賀発電所の敷地高さ（概要）

１－６ 敦賀発電所の主な資機材配備場所

１－７ アクセスルート

１－８ 敦賀発電所の概要（主要断面図）

１－９ 敦賀発電所２号機 系統概略図

１－１０ 敦賀発電所２号機 系統概略図（全体図）

１－１１ １次冷却設備系統説明図

１－１２ 非常用炉心冷却設備系統説明図

１－１３ 敦賀発電所２号機 主要ポンプ仕様一覧

１－１４ 敦賀発電所２号機 新規制基準等対応設備

１－１５－１ 敦賀発電所２号機の安全対策（炉心損傷防止）

１－１５－２ 敦賀発電所２号機の安全対策（格納容器破損防止）

１－１５－３ 敦賀発電所２号機の安全対策（放射性物質拡散抑制）

全般①：訓練計画
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目 次（２／６）
項 目 頁番号

１－１０ 敦賀発電所２号機 系統概略図（全体図）

１－１６ 外部電源線路

１－１７ モニタリングポスト

１－１８ モニタリングポスト設備配置場所等

１－１９ 気象観測装置配置場所等

１－２０－１ 敦賀発電所２号機 系統概略図（炉心冷却機能）

１－２０－２ 敦賀発電所２号機 系統概略図（格納容器破損防止機能）

２．有効性評価

２－１ ２次冷却系からの除熱機能喪失（主給水流量喪失＋補助給水機能喪失）

２－２ 全交流動力電源喪失（全交流動力電源喪失+原子炉補機冷却機能喪失＋RCPシールLOCA）

２－３ 全交流動力電源喪失（全交流動力電源喪失+原子炉補機冷却機能喪失）

２－４ 原子炉補機冷却機能喪失

２－５ 原子炉格納容器の除熱機能喪失（ 中破断LOCA＋格納容器スプレイ注入機能喪失）

２－６ 原子炉停止機能喪失（主給水流量喪失＋原子炉トリップ機能喪失）

２－７ 原子炉停止機能喪失（負荷喪失＋原子炉トリップ機能喪失）

２－８ ECCS注水機能喪失（中破断LOCA＋高圧注入機能喪失）

２－９ ECCS再循環機能喪失（大破断LOCA＋低圧再循環機能喪失）

２－１０ 格納容器バイパス（インターフェイスシステムLOCA ）

２－１１ 格納容器バイパス（蒸気発生器伝熱管破損時＋破損側蒸気発生器隔離失敗）

全般①：訓練計画
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目 次（３／６）
項 目 頁番号

２－１２ 格納容器過圧破損（大破断LOCA＋低圧注入機能，高圧注入機能，格納容器スプレイ注入
機能喪失）

２－１３ 格納容器過温破損（外部電源喪失時＋非常用所内交流動力電源＋補助給水機能喪失）

２－１４ 水素燃焼（大破断LOCA＋低圧注入機能，高圧注入機能喪失）

２－１５ 想定事故１（使用済燃料ピット冷却機能又は注水機能喪失）

２－１６ 想定事故２（使用済燃料冷却系配管破損）

２－１７ 崩壊熱除去機能喪失（余熱除去系の故障による停止時冷却機能喪失）

２－１８ 運転停止中の全交流動力電源喪失

２－１９ 運転停止中の原子炉冷却材の流出

２－２０ 反応度の誤投入（弁の誤作動等）

３．過去の解析結果

３－１ 過去の解析結果（ＬＯＣＡ発生後にＥＣＣＳ注入失敗、ＣＶスプレイ失敗）

４．水源・電源・計器他

４－１ 敦賀発電所２号機 水源一覧

４－２ 敦賀発電所１号機 水源一覧

４－３ 敦賀発電所２号機 単線結線図（簡略版）

４－４ 敦賀発電所２号機 電源系統図

４－５ 炉心損傷時におけるＣ／Ｖ破損防止等操作について

４－６ 敦賀発電所２号機 格納容器水位計

４－７ 敦賀発電所２号機 原子炉下部キャビティまでの流入経路

全般①：訓練計画
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目 次（４／６）
項 目 頁番号

４－８ 敦賀発電所２号機 中性子検出器の測定範囲

４－９ 敦賀発電所２号機 蒸気発生器水位

４－１０ 敦賀発電所２号機 蒸気発生器容量曲線

４－１１ 敦賀発電所２号機 原子炉容器水位計

４－１２ 敦賀発電所２号機 加圧器水位計

４－１３ 敦賀発電所２号機 加圧器水位計

５．地震計

５－１ 敦賀発電所２号機 地震計配置

５－２ 敦賀発電所２号機 １次冷却材ポンプ説明図

６．ＳＦＰ補給機能

６－１ 敦賀発電所２号機 系統概略図（使用済燃料ピット・補給水機能）

６－２ 敦賀発電所２号機 使用済燃料ピット構造

６－３ 敦賀発電所２号機 使用済燃料ピット水位計

６－４ 敦賀発電所２号機 ＳＦＰ関連図

６－５ 敦賀発電所１号機 系統概略図（使用済燃料ピット・補給水機能）

６－６ 敦賀発電所１号機 使用済燃料ピット構造

６－７ 敦賀発電所１号機 使用済燃料ピット水位計関連

６－８ 敦賀発電所１号機 ＳＦＰ関連図

全般①：訓練計画
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目 次（５／６）
項 目 頁番号

７．対応手段

７－１ 敦賀発電所２号機 対応手順と仕様一覧

７－２ 敦賀発電所１号機 対応手順と仕様一覧

８．その他

８－１ 敦賀発電所２号機 主要建屋平面図

８－２ 敦賀発電所１号機 主要建屋平面図

８－３ 自治体

８－４ 敦賀発電所２号機の津波対策

８－５ 敦賀発電所２号機の竜巻対策

８－６ 敦賀発電所２号機 ＥＲＳＳデータポイントライブラリ

８－７ 敦賀発電所１号機 ＥＲＳＳデータポイントライブラリ

９．情報共有シート（ＣＯＰ）

９－１ 敦賀発電所２号機 系統概略図

９－２ 敦賀発電所２号機 系統概略図（ＳＦＰ）

９－３ 敦賀発電所２号機 設備状況シート

９－４ 敦賀発電所２号機 戦略シート（原子炉）

９－５ 敦賀発電所２号機 戦略シート（ＳＦＰ）

９－６ 敦賀発電所１号機 系統概略図

９－７ 敦賀発電所１号機 設備状況シート

全般①：訓練計画
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目 次（６／６）
項 目 頁番号

９－８ 敦賀発電所１号機 戦略シート

９－９ ＥＡＬマトリックス表

１０．添付１

１０－１ 資料集 手順書・フロー図

１１．添付２

１１－１ 敦賀発電所２号機 設備性能等

１２．添付３

１２－１ 敦賀発電所 原子力用語・略語集

１３．添付４

１３－１ ＥＡＬ判断基準

１３－２ ＥＡＬ判断フロー

１４．バックアップパラメータ

１４－１ バックアップパラメータ

全般①：訓練計画

２３



全般②：事業者とＥＲＣの訓練コントローラ間の調整

２４

訓練シナリオにつき、マスキング実施



全般②：事業者とＥＲＣの訓練コントローラ間の調整

２５

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標１：情報共有のための情報フロー

２６

当社知的財産につき、マスキング実施



指標２：ＥＲＣプラント班との情報共有

２７

当社知的財産につき、マスキング実施



指標３：情報共有のためのツール等の活用

２８

当社知的財産につき、マスキング実施



指標３：情報共有のためのツール等の活用

２９

当社知的財産につき、マスキング実施



指標３：情報共有のためのツール等の活用

３０

当社知的財産につき、マスキング実施



指標４：確実な通報・連絡の実施

３１

当社知的財産につき、マスキング実施



指標４：確実な通報・連絡の実施

３２

当社知的財産につき、マスキング実施



指標４：確実な通報・連絡の実施

３３

当社知的財産につき、マスキング実施



指標５：前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 （１／３）

３４

当社知的財産につき、マスキング実施



指標５：前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 （２／３）

３５

当社知的財産につき、マスキング実施



指標５：前回訓練の訓練課題を踏まえた訓練実施計画等の策定 （３／３）

３６

当社知的財産につき、マスキング実施



指標５：前年度東海・東海第二防災訓練時の課題を踏まえた訓練実施計画等の策定（１／２）

３７

当社知的財産につき、マスキング実施



３８

指標５：前年度東海・東海第二防災訓練時の課題を踏まえた訓練実施計画等の策定（２／２）

当社知的財産につき、マスキング実施



３９

指標５：過去東海・東海第二防災訓練時の課題を踏まえた訓練実施計画等の策定（継続）

当社知的財産につき、マスキング実施



指標６：シナリオの多様化・難度

４０

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標６：シナリオの多様化・難度

４１

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標７：現場実働訓練の実施

１．現場実働訓練の実施内容

・ 今年度の総合訓練で現場実働訓練は実施しない。

・ 現場実働訓練は，旧基準訓練又はⅡ型訓練（電源確保訓練）にて実施する方針で

現在検討中である。（今年度中に実施予定）

４２



指標８：広報活動

４３

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標９：後方支援活動

４４

訓練シナリオにつき、マスキング実施



指標１０：訓練への視察など （１／２）

１．他原子力事業者の防災訓練及び現場実働訓練への視察

（１）防災訓練

今年度実績：① なし

今後，２回の視察（訓練動画確認含む）を計画する。

（２）現場実働訓練

今年度実績：① なし

今後，２回の視察（訓練動画確認含む）を計画する。

４５



２．自社訓練の視察受入れ計画

（１）視察受入れ可能人数

今年度は，新型コロナウィルス対策として視察の受け入れは実施しないが，代わりに訓

練を録画し，その訓練動画を希望事業者に配布することとする。

（２）訓練動画配布希望事業者募集について

募集開始日：９月中旬予定，募集締切日：１０月１日（木）予定

募集担当者（氏名，連絡先）

本店即応センター 氏名：

敦賀発電所 氏名：

（３）ピアレビュー等の受入れ

他原子力事業者を外部評価者として受入れ予定

発電所での評価：関西電力株式会社

訓練動画での評価：四国電力株式会社、北海道電力株式会社、九州電力株式会社

指標１０：訓練への視察など （２／２）

４６

個人情報のため、マスキング実施



備考①：訓練参加率

１．発電所参加人数 ：１６０人予定（コントローラ９人予定）

２．原子力施設事態即応センター参加人数

：８０人予定 （コントローラ１人予定）

３．リエゾン人数 ：７人予定

４．評価者人数 ：発電所１１人予定，本店１０人予定

４７



備考②：中期計画の見直し （１／３）

４８

当社知的財産につき、マスキング実施



備考②：中期計画の見直し （２／３）

４９

当社知的財産につき、マスキング実施



備考②：中期計画の見直し （３／３）

５０

当社知的財産につき、マスキング実施



備考②：中期計画の見直し （３／３）

５１

当社知的財産につき、マスキング実施



備考③：シナリオ非提示型訓練の実施状況

１．開示する範囲，内容

（１）原子力緊急事態支援組織と訓練を実施することを開示する。

（２）原子力防災センターへの派遣を実働することを開示する。

（３）後方支援拠点との連動（模擬）について開示する。

（４）訓練初期状況・条件について，プレイヤーに事前開示する。

（５）ＥＲＳＳ／ＳＰＤＳの代用として，フルスコープシミュレータデータを用いること

を開示する。

５２



備考④：新型コロナウィルス感染拡大防止対策

１．本店災害対策本部

（１）本店災害対策本部員等の防護装備

本部員，評価者及びコントローラは，全員フェースシールド及びマスク着用とする。

（２）災害対策本部室入室時の消毒

災害対策本部室へ入室する者は，消毒液による消毒を徹底する。

２．発電所災害対策本部

（１）発電所災害対策本部員の離隔距離の確保

発電所災害対策本部員の離隔距離を確保するため，活動場所を分散化する。

変更前：緊急時対策本部室，連絡デスク

変更後：緊急時対策本部室，連絡デスク，緊急時対策室建屋Ｂ会議室，執務室

（２）発電所災害対策本部員の防護装備

訓練参加者は，全員マスク着用とする。

（３）発電所災害対策本部の換気

訓練中は空調により十分換気を行う。

５３



添付資料１：ＣＯＰ様式（敦賀発電所１号機 プラント状況図）

５４

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料１：ＣＯＰ様式（敦賀発電所２号機 プラント状況図）

５５

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料１：ＣＯＰ様式（敦賀発電所１号機 戦略シート）

５６

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料１：ＣＯＰ様式（敦賀発電所２号機 戦略シート）

５７

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料１：ＣＯＰ様式（敦賀発電所１号機 設備状況シート）

５８

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料１：ＣＯＰ様式（敦賀発電所２号機 設備状況シート）

５９

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料２：本店災害対策本部、即応センター班及び発電所災害対策本部レイアウト

６０

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料２：本店災害対策本部、即応センター班及び発電所災害対策本部レイアウト

６１

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料２：本店災害対策本部、即応センター班及び発電所災害対策本部レイアウト

６２

当社知的財産につき、マスキング実施



添付資料３：ＥＲＣ対応ブース配席図及び役割分担

６３

当社知的財産につき、マスキング実施


